
科目名 資格英語演習（English Practice for Qualification Test）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 90 時間

担　当　教　員 【常勤】 准教授　後川　知美

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

TOEIC演習問題を解きながら目標スコアを超えるための英語力を身につける。
（1）TOEIC（IP)のリスニングセクションで目標スコアを取得できる。
（２）TOEIC（IP)のリーディングセクションで目標スコアを取得できる。
（３）TOEICの各パートやテーマに頻出する重要語句を聞き取り発音できる。

第4学年
制御情報工学科

物質工学科
学修 2単位 選択 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

TOEIC(IP)のリスニング
セクションで1８０点以上
取得できる。

TOEIC(IP)のリスニング
セクションで1７０点程度
取得できる。

TOEIC(IP)のリスニング
セクションで1６０点程度
取得できる。

TOEIC(IP)のリスニング
セクションで1５０点程度
取得することができな
い。

学習・教育到達目標 (G)② JABEE基準１（２） (f)

到達目標
②

TOEIC(IP)のリーディング
セクションで１８０点以上
取得できる。

TOEIC(IP)のリーディング
セクションで1７０点程度
取得できる。

TOEIC(IP)のリーディング
セクションで1６０点程度
取得できる。

TOEIC(IP)のリーディング
セクションで1５０点程度
取得することができな
い。

到達目標
③

TOEIC各パートに関連す
る重要語句を８０％以上
聞き取り発音できる。

TOEIC各パートに関連す
る重要語句を７０％程度
聞き取り発音できる。

TOEIC各パートに関連す
る重要語句を６０％程度
聞き取り発音できる。

TOEIC各パートに関連す
る重要語句を聞き取り発
音することができない。

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎ ◎

総合評価割合 30 30 10 30

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



補助教材等 英和辞書、英文法参考書、配布プリント

学　習　上　の　留　意　点

・語学力をつけるためには、授業での反復練習と、授業外での予習･復習が大切です。授業の前にあらかじめ教科書に目を
通しておき、辞書を使って新出単語の意味を調べておいてください。授業では、間違いを恐れずに大きな声で発音や音読練
習をし、ペア練習の際には誰とでも練習を行うなど、自ら積極的に参加して学習をすることが大事です。授業での口頭発表や
態度も成績に関係するので注意してください。
・TOEIC IPは、本校で前期・後期２回ずつ開催しています。本授業における成績評価は、10月のTOEIC IPを除くTOEICのスコ
アをもとに行われますので、少なくとも1回ずつはIPを受験してください。IP以外では、TOEIC公式テストが各地で開催されてい
ますので、自主的に受験することをおすすめします。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

これまで学んできたTOEIC学習の基礎を復習しながら、さらにTOEICの点数を伸ばしていくために、どのように勉強すればい
いかを解説します。TOEICテストは就職試験や大学の入試、海外留学の選定の際など、幅広く活用されています。TOEIC演
習問題を繰り返し解く中で、語彙や文法の力を養い、日常生活でもよく使われる表現を音読練習しながら、目標スコアを達成
してください。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 英語演習ⅠＡ

教科書 Strategic Learning for the TOEIC Test（松伯社）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Chapter 1 Part 1の演習問題を通じてその特徴を知り、重
要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 1 Part 5の演習問題を通じて、形容詞や副詞を
使った頻出パターンを知ることができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

はじめに
Mini Test　１

・シラバスの内容を理解できる。
・学習の進め方を理解できる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 3 Part ２の演習問題を通じてその特徴を知り、
重要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 3 Part 5の演習問題を通じて、時制「現在･過
去・未来」を使った頻出パターンを知ることが
できる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 2 Part２の演習問題を通じてその特徴を知り、重
要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 2 Part 5の演習問題を通じて、名詞や代名詞を
使った頻出パターンを知ることができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 4 Part 5の演習問題を通じて、時制「完了形」の
頻出パターンを知ることができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 5 Part ４の演習問題を通じてその特徴を知り、
重要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 4 Part ３の演習問題を通じてその特徴を知り、
重要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

中間テスト

Chapter 6 Part 5の演習問題を通じて、to不定詞を使った
頻出パターンを知ることができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

期末テスト

答案返却・解答解説
これまでの学習事項のまとめ

試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解で
きる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 5 Part 5の演習問題を通じて、受動態と動詞の形
を使った頻出パターンを知ることができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 6 Part ６の演習問題を通じてその特徴を知り、
重要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。



回
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Chapter ７ Part ７の演習問題を通じてその特徴を知り、
重要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 7 Part 5の演習問題を通じて、接続詞と前置詞の
頻出パターンを知ることができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

Chapter 9 Part ２の演習問題を通じてその攻略法を学
び、重要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 9 これまでの学習事項をふまえてPart 5の演習問
題を解くことができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 8 Part １の演習問題を通じてその攻略法を学
び、重要語句の聞き取りと発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 8 これまでの学習事項をふまえてPart 5の演習問
題を解くことができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 10 Part ３の攻略法を学び、重要語句の聞き取り
と発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 10 これまでの学習事項をふまえてPart 5の演習問
題を解くことができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Mini Test 2 これまでの学習事項をふまえてTOEIC全パート
の問題を決められた時間内に解くことができ
る。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

中間テスト

Chapter 1２ Part ６の攻略法を学び、重要語句の聞き取り
と発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 12 これまでの学習事項をふまえてPart 5の演習問
題を解くことができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 11 Part ４の攻略法を学び、重要語句の聞き取り
と発音ができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

Chapter 11 これまでの学習事項をふまえてPart 5の演習問
題を解くことができる。

次回の授業の予習と今
回の授業の復習をす
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60 時間

学年末テスト

試験返却・解答解説
授業改善アンケートの実施

解説を聞いて間違った箇所を訂正できる。一年
間の学習事項のまとめを行う。

総　学　習　時　間　数 90 時間


